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June 6・8， Uppsala Sweden 1994. 
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衡機能の発達. 日 耳鼻北陸地方部会連合会第268
回例会， 1994， 9 ， 富山.

42 ) 長崎正男， 木村 寛， 浅井正嗣， 渡辺 行雄 :
縦隔腫蕩 を き た した深頚部感染症の一例. 日 耳鼻
北陸地方部会連合会第268回例会， 1 994 ， 9 ， 富
山.

43 ) 渡辺行雄， 安村佐都紀 : め ま い症例 に お け る

「証」 の分布 に つ い て. 第10 回 日 本耳鼻咽喉科漢
方研究会， シ ンポ ジ ウ ム 「証J， 1994， 10， 東京.

44 ) 麻生 伸， 武田精一， 渡辺行雄， 向 笠文 明 :

鼓室内誘導嫡電図検査の簡易化の一方法. 第39回
日 本聴覚医学会， 1994， 10， 筑波.

45 ) 大井秀哉， 麻生 伸， 上 回 晋介 : メ ニ エ ー ル

病の聴力 ・ め ま い予後に関す る検討. 第39回 日 本

聴覚医学会， 1994， 10， 筑波
46 ) 武田精一， 麻生 伸， 大井秀哉， 渡辺行雄 :

ノ ー ト ブ ッ ク ・ パ ソ コ ンを用 いた術中嶋電図モ ニ
タ リ ング用機器の開発. 第39 回 日 本聴覚医学会，
1994， 10， 筑波.

47 ) Watanabe Y . ，  Asai M. ， Nakagawa H. ，  and 
Mizukoshi K. : A new method for quantitative 
evaluation of the galvanic body sway re­
sponse. 1 2 th International Symposium on 
Posture and Gait， 1994， 10 ，  Matsumoto. 

48 ) Nakagawa H.， Ohashi N. ， Watanabe Y . ，  

and Mizukoshi K. : Body sway control in 
acute phase of vesibular vertigo .  -prelimina 

ry report- 1 2 th International Symposium of 
Posture and Gait ， 1994， 10 ，  Matsumoto ， 

49 ) Shimizu K . ，  Asai M. ，  Takata S . ，  and 
Watanabe Y. : The development of equilibrium 
function in childhood : 1 2  th International 
Symposium on Posture and Gait， 1 994 ， 1 0 ，  

Matsumoto . 

50 ) Tianwu H . ，  Watanabe Y. ， Asai M. ，  Takata 
K . ，  Nakagawa H. ， Hata N. ，  and Takizawa H. : 
The effects of alcohol ingestion on postural 
control. 1 2 th International Symposium on 

Posture and Gait， 1994， 10 ，  Matsumoto. 

5 1 ) Asai M. ， Watanabe Y.， Ohashi N . ，  Naka­
gawa H . ，  and Shimizu K. : The effects of ve­
stibular rehabilitation evaluated by dynamic 

posturography. 12th International Symposium 
on Posture and Gait， 1994， 10， Matsumoto. 

52 ) 赤荻勝一 : リ ポPGE 1 ウ ロ キ ナ ー ゼ投与 に よ
り 奏功 した突発性難聴の一例. 第12回 プ ロ ス タ グ
ラ ン ジ ン研究会， 1994， 10， 名古屋.

53 ) 五十嵐良和 川真田聖一 渡辺行雄 : ラ ッ ト
耳石の代謝について. 第 4 回 日 本耳科学会， 1ω4， 
1 1 ， 大阪.

54 ) 赤荻勝一， 麻生 伸， 安村佐都紀， 渡辺行雄 :

耳管通気後に合併症が生 じ た 3 症例. 第 4 回 日 本
耳科学会， 1994， 1 1 ， 大阪

55 ) 渡辺行雄， 将積 日 出夫， 浅井正嗣， 舘 克代
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水越鉄理 : 自 発頭位眼振記録の コ ン ピ ュ ー タ 分析
(第 2 報 ) . 第53回 日 本平衡神経科学会， 1ω4， 1 1， 
松江

56 ) 水越鉄理， 渡辺行雄， 賂積 日 出夫， 松永 喬，
徳増厚二 : め ま い症例に対す る塩酸 ビ フ ェ メ ラ ン

( セ レ ポ ー ト R ) の臨床効果 と 治療効果判 定 の 問
題点 第53回 日 本平衡神経科学会， 1994， 1 1 ， 松
江.

57 ) 麻生 伸， 浅井正嗣， 安村佐都紀 渡辺行雄 :

良性発作性頭位舷量症 ( BPPV ) に 対す る Epley
法の効果 (第 I 報 ) . 第53回 日 本平衡神経科学会，
1994， 1 1 ， 松江

58) 将積 日 出夫， 伊東宗治， 長崎正男， 渡辺行雄 :
船酔い感受性に関す る神経耳科学的検討. 第53回
日 本平衡神経科学会， 1994， 1 1 ， 松江.

59 ) 浅井正嗣， 渡辺行雄 安村佐都紀， 清水勝利，

高 田 訓 : 起立台水平移動刺激時の立 ち直 り 反応

一反復刺激 に よ る 変化につ い て 第53回 日 本平

衡神経科学会， 1994， 1 1 ， 松江.
60 ) 伊東宗治， 渡辺行雄， 将積 日 出夫， 浅井正嗣，

水越鉄理， 神 田 憲一， 大村明彦 : め ま い に お け る
検査時期 と 眼振所見 につ い て . 第53回 日 本平衡神
経科学会， 1994， 1 1 ， 松江.

6 1 ) 安村佐都紀 渡辺行雄 勝積 日 出夫， 中 川
肇， 浅井正嗣， 小林美幸， 高倉大匡 : 温度眼振反
応中 の前庭 自 律神経反射の検討. 第53回 日 本平衡
神経科学会， 1994， 1 1 ， 松江.

62 ) 伏木宏彰， 渡辺行雄， 佐藤 悠， 川 崎 匡 :
ネ コ 小脳片棄の視性登上線維反応に対す る 大脳皮
質の影響. 第53回 日 本平衡神経科学会， 1ω4， 1 1， 

松江

63 ) 中川 肇， 伏木宏彰， 渡辺行雄， 水越鉄理，
本島ひ と み， 水上裕起子 : 中 ・ 高齢発症のメ ニ エー

ル病の特徴 につ い て. 第53回 日 本平衡神経科学会，
1994， 1 1 ， 松江

64) 清水勝利， 浅井正嗣， 高 田 訓， 渡辺行雄 :

小児 の平衡機能の発達につ い て ( 一年経過後の変
化) . 第53回 日 本平衡神経科学会， 1 994 ， 1 1 ， 松
江

65 ) 清水勝利， 舘 克代， 浅井正嗣， 中 川 肇，
渡辺行雄 : 重心動揺検査のパ ラ メ ー タ の検討. 第

53回 日 本平衡神経科学会， 1994， 1 1 ， 松江
66 ) 高 田 訓， 浅井正嗣 渡辺行雄 : ス キ ー選手

の体平衡機能の検討. 第53回 日 本平衡神経科学会，
1994， 1 1 ， 松江

67 ) 将積 日 出夫， 伊東宗治， 長崎正男， 渡辺行雄，
水越鉄理 : 訓練航海の船酔い と 前庭機能と の関係.
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第23回 日 耳鼻富山県地方部会， 1994， 1 1 ， 富山.
68 ) 伊東宗治， 将積 日 出夫， 渡辺行雄， 浅井正嗣，

水越鉄理， 神田憲一， 大村明彦 : 検査時期に よ る
め ま い の眼振所見. 第23回 日耳鼻富山県地方部会，
1994， 1 1 ， 富山.

69 ) 伏木宏彰， 渡辺行雄， 佐藤 悠， 川 崎 匡 :
ネ コ 小脳片葉の視運動反射制御. 第23回 目 耳鼻富

山県地方部会， 1994， 1 1 ， 富山.
70 ) 清水勝利， 麻生 伸， 渡辺行雄 : 先天性真珠

腫が疑われた一症例. 第23回 日 耳鼻富山県地方部
会， 1994， 1 1 ， 富山.

71 ) 日野美奈子， 浅井正嗣， 木村 寛， 中川 肇，
渡辺行雄 : 小児横紋筋肉腫の一例. 第23回 日 耳鼻
富山県地方部会， 1994， 1 1 ， 富山.

72 ) 石田正幸， 清水勝利， 麻生 伸， 渡辺行雄 :
両側喉頭嚢腫の一例. 第23回 日 耳鼻富山県地方部

会， 1994， 1 1 ， 富山.
73 ) 安村佐都紀 渡辺行雄 : め ま い症例 に お け る

証の分布の検討. 日 耳鼻北陸地方部会連合会第269
回例会， 1994， 12， 金沢.

74 ) 大屋美香， 五十嵐良和， 長崎正男， 麻生 伸，

渡辺行雄， 豊本貴嗣， 諸 橋 正 昭 : 耳 介Merker
細胞癌の一例. 日 耳鼻北陸地方部会連合会第269
回例会， 1994， 12， 金沢.

⑩ そ の 他
1 )  渡辺行雄， 伊東宗治， 将積 日 出 夫， 麻生 伸，

浅井正嗣， 本島ひ とみ， 水越鉄理 : 気象と メ ニエー
ル病発作 の関連性につ い て. 厚生省特定疾患前庭
機能異常調査研究班平成 5 年度研究報告書 : 3 1 -
34. 1994. 

2) 渡辺行雄， 浅井正嗣， 清水勝利， 高 田 訓， 麻
生 伸 : ア ル コ ール摂取の直立姿勢維持に対す る
影響. 厚生省特定疾患前庭機能異常調査研究班平
成 5 年度研究報告書 : 125・128， 1994. 

3 )  渡辺行雄， 麻生 伸， 浅井正嗣， 将積 日 出夫 :
自 発頭位眼振の振幅 と 速度. 厚生省特定疾患前庭
機能異常調査研究班平成 5 年度研究報告書 : 129-
132. 1994. 

4 )  渡辺行雄 : 新潟水俣病患者 におけ る 垂直性視運
動性眼振の指標注視能力の定量的分析 -加令変化
を加味 した指標注視能力の分析一. 水俣病 に関す
る 調査研究報告書 : 131 - 135， 1994. 

5 )  渡辺行雄 : 耳. 富山 テ レ ビ編 : 県民 カ レ ッ ジ ・
い き い き長寿大学テ レ ビ放送講座 「健康生活学V :
い ろ い ろ な器官J. 6・14， 富山県民障害 カ レ ッ ジ，
1994. 

6 )  渡辺行雄 : 日 常診療におけ る め ま い症例の取 り
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扱い. 中越耳鼻科医会講演会， 1994， 7 ， 長岡.

7) 渡辺行雄 : め ま い平衡障害に対す る神経耳科学
的ア プ ロ ー チ. 富山医薬大医学会就任講演， 1ω4， 
1 ， 富山.

8 )  麻生 伸 : 外 リ ン パ痩 の診断 と 治療， 日 耳鼻富
山県地方部会第1 10回集談会， 1994， 5 ， 富山市.

9) 麻生 伸 : 幼児 に対す る 人工内耳の適応につい

て. 高志 リ ハ ビ リ 病院 1994， 5 ， 富山市.
10 ) 麻生 伸 : 外 リ ンパ痩の最近の知見 に つ い て .

上越耳鼻科医会， 1994， 1 1 ， 上越市.
1 1 ) 中川 肇 : ス ギ花粉症につ い て . 八尾町保健セ

ン タ ー， 1994， 3 ， 八尾町.
12 ) 浅井正嗣 : 重心動揺検査 に つ い て .

県地方部会第109回集談会， 1994， 4 ， 
日 耳鼻富山
富山市.
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⑥ 著 書
1 )  Fuse H. ，  Okumura A. ，  Kazama T. ， and 

Katayama T. : Comparison on resazurin test 
resu1ts with various sperm parameters ， In 
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4) Fuse H. ， Ohta S . ，  Sakamoto M. ， and 
Katayama T. : Changes in seminal p1asma 
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tration of clomiphene citrate. Arch. Androl. ， 

3 1  : 139- 145 ， 1993 . 
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